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界の売上高が 2012 年に 4400 億円にまで落ち込
んでいる。また，内閣府などの調査によると，
1967 年には 20 代以上の女性の約３割が 6～10
枚のキモノを持っており，全くもたない者は












































第 1 次 絹の布で袱紗をつくろう ・・・1 時間 
第 2 次 キモノに明日はあるかⅠ 
－着物の構成，着装，歴史－・・2 時間 
第 3 次 欧米のモードのジャポニズム 
・・・1 時間(＋課外) 
第 4 次 キモノに明日はあるかⅡ 
－キモノプロジェクト－・・・・2 時間  
 
（３） 指導過程 












③  しるし通り2か所を縫う。 
④  表に返して台を入れ，形を整える。 
 
16cm 
      破線 A,B の2か所   裏 
     を各 13 ㎝縫う  A    B 
                   































― 3 ― 
表１ 学習過程 






































































































































































参考資料：・The Asahi Shimbun GLOBE「着物に明日はあるか？」2015年３月１日朝日新聞日曜版 
・図録「モードのジャポニスム」京都服飾文化研究財団 
     ・図録「Kimono Beauty－シックでモダンな装いの美 江戸から明治－」東京美術 
映像資料：・「着物の文化を探る－ルーツ・変遷・構成－」教育図書 
・「ファッションデザインのジャポニスム①着物から現代へ」1994年５月23日 NHK 教育 
     ・「美の壺 刺繍」2010年６月４日 NHK 教育 
     ・「いま世界は－朝日新聞 GLOBE 連動企画」2015年3月１日 BS 朝日 



















































































番街に店舗を構えた東洋品専門店である A. A. 
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                 図２-(1) 授業の事前と事後の意識の変化（１） 
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図２-(2) 授業の事前と事後の意識の変化（２） 
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表２ 学習内容に対する興味と理解 















16 17 5 2 0 
40% 43% 13% 5% 0% 
2 絹がどうやって出来ているかということを理解できたか 
14 19 7 0 0 
35% 48% 18% 0% 0% 
3 袱紗の使い方を理解できたか 
22 17 1 0 0 
55% 43% 3% 0% 0% 
4 袱紗に込められた日本人の心を理解できたか 
22 14 4 0 0 
55% 35% 10% 0% 0% 
5 ＶＴＲ『着物の文化を探る』の視聴により，着物の歴史を理解するこ
とができたか 
19 17 4 0 0 
48% 43% 10% 0% 0% 
6 実際に着物を解体することにより着物が平面構成であることを理解
できたか 
34 4 2 0 0 
85% 10% 5% 0% 0% 
7 椎野正兵衛のビデオ視聴から，明治時代のものづくり精神の素晴らし
さについて理解できたか 
14 21 5 0 0 
35% 53% 13% 0% 0% 
8 椎野正兵衛のビデオ視聴や学習から，明治時代の輸出用絹製品の欧米
での魅力について理解したか 
16 20 3 0 0 
41% 51% 8% 0% 0% 
9 20 世紀初頭の欧米において，コルセット付きの窮屈な衣装がゆとり
のある衣装に変化した際に，キモノの影響があったことが理解できたか 
24 15 1 0 0 
60% 38% 3% 0% 0% 
10 明治時代に輸出されたキモノの実物の観察によって，日本の絹や刺
繍の技の素晴らしさを理解できたか 
25 15 0 0 0 
63% 38% 0% 0% 0% 
11 新聞「着物に明日はあるか」を読むことで，着物の現状や問題点に
ついて理解できたか 
27 13 0 0 0 
68% 33% 0% 0% 0% 
12 ＮＨＫ番組『美の壺・刺繍』の視聴により，日本刺繍の技法につい
て理解することができたか 
19 21 0 0 0 
48% 53% 0% 0% 0% 
13 自分たちで，想像力豊かにキモノのデザインを考えることで，キモ
ノをより身近に感じることができたか 
15 17 5 3 0 
38% 43% 13% 8% 0% 
14 日本のキモノ・絹織物・刺繍は後世に伝えていかなくてはいけない
ものだと思う 
28 12 0 0 0 
70% 30% 0% 0% 0% 
15 日本のキモノ・絹織物・刺繍の継承のために私たちにもできること
がある 
12 20 6 1 1 
30% 50% 15% 3% 3% 
16 オリンピックに着ていきたいキモノのデザイン作りに，椎野正兵衛
らのものづくりの精神を活かしたい 
9 24 4 2 1 
23% 60% 10% 5% 3% 
17 オリンピックに着ていきたいキモノのデザインに日本の布の良さを
活かしたい 
19 20 1 0 0 
48% 50% 3% 0% 0% 
18 これからの生活のためにいろいろな縫い方を少しずつでも身につけ
ていきたい 
9 19 8 3 1 
23% 48% 20% 8% 3% 
19 キモノ文化を未来につなげることは持続可能な社会の実現について
考えていくためのもとになる考え方にもつながると思う 
13 20 5 1 1 
33% 50% 13% 3% 3% 
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践を行う１年３組 42 名を  
 
 写真１ アメリカに現存していた鶏が刺繍されたキモノ風室内着 
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対象として 2015 年 11 月６日(金)に実施し，事

































































   
おわりに  
 
本年度に開発した，「時空を超えてよみがえる
キモノ文化の再発見と継承をねらいとした被服
学習」は，浴衣の着付けによって日本の衣生活
の伝統と文化を学ばせる，通常の家庭科の授業
をはるかに超えたものである。その効果につい
ては，今回の実践研究が明らかにしているとお
りである。この学習プログラムをより効果的な
ものにするためには，欧米から収集した輸出用
キモノの実物から，どのような意味を読み取り，
それを踏まえた上で授業においていかに活用す
るか，という服飾文化史と教育方法に深く関わ
る課題がある。この課題についての追求が今後
必要とされる。  
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